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こ-つぎよう 

村 むら を 興行して 歩く サ ー カス 団が ありました。 

かるわざし 

十 人 そこそこの 軽業師と、 年 をと つた 黒く まと 馬 二と 

うだけ の 小さな 団 です。 馬 は 舞台に 出る ほかに、 つぎ 

の 土地へ うつって いくとき、 赤い ラシ ャの 毛布な ど を 

きて、 荷車 を ひく やくめ を もして いました。 

ある 村へ つきました。 座員た ち は、 みんなで 手 わけ 

して、 たばこ 屋の板 かべ や、 お 湯屋の かべに、 赤 や 黄 

色です つた、 きれいな ビラ を はって 歩きました。 村の 

おとな も 子ども も、 つよい インキの においの する その 



ビラ を とりまいて、 おまつりの ように よろこび さわぎ 

ました。 

テントば りの 小屋が かかって から、 三日め のお 昼す 

ぎの ことでした。 見物 席から、 わ あっとい う 歓声と 

いっしょに、 ぱちぱ ちと 拍手の 音が ひびいて きました。 

すると、 ダンス をお わった お 千代さん が、 うす ももい 

ろの スカ ー, ^を ひらひら させて、 舞台 うらへ ひきさ 

がって きました。 つぎは、 くまの クロが 出る 番 になつ 

ていました。 くまつ かいの 五郎が、 ようかん 色に なつ 

たビロ ー ドの 上着 をつ け、 長ぐ つ を はいて、 シュッ 

シュッ とむ ち をなら しながら、 おりの そばへ いきまし 



こ-つぎよ-つ 

これ も、 やはり、 ある 村で 興行して いたと きでした- 

いつも 正 坊や クロと いっしょに 出て、 喜劇 をす る 

どうけ やく さきち 

道化 役の 佐吉 さんが、 一 座から ぬけて、 にげ 出して し 

まった ので、 そのかわり を、 ふとった 団長が つとめる 

ことにな りました。 

「クロ、 出る 番 だよ」 

正坊は クロ をお りの 中から 出す と、 れいによって 鼻 

のうえ をな でさす りながら、 クロの 大 すきな ビス ケッ 

トを、 口の 中へ いれて やりました。 

とめ 

舞台で は留 じいさんが 「ゆうかんなる 水兵」 のラッ 

パを、 ならし はじめました。 
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正坊 は、 白い 鳥の はねの ついた ぼうし を かぶり、 金 

ピ 力のお もちやの けん を こしに つるして、 将軍に なり 

すまして、 クロの せなかに のっかりました。 クロ は 

ラッパ の 音に 歩調 を あわせて、 元気よ く 舞台 へ 出て い 

きました。 



「あらわれ ましたの は、 ソ コヌケ 将軍に、 愛馬 クロに 

ござ ー い」 

留 じいさんが" 口上 をのべ ますと、 正坊は クロの せ 

なかから、 コロリ ところげ 落ちて みせました。 見物人 

は どっと わらって、 手 をた たきました。 

とうぞく 

「将軍 は ただいまから、 盗賊たい じに 出発のと ころで 

ござ— い」 

クロが、 ああん と 赤い 口 を あけました。 将軍の 正坊 

は、 クロの せなかに またがった まま、 ポケットから ビ 

ス ケット をつ かみ 出して、 口の 中へ いれて やりました。 

クロ は 正坊の 手首まで くわえて しまいました。 正坊は 



とられて しまいました。 正坊 もび つくりして しまい ま 

ソ. + こ。 

やがて、 テントの 外の 原っぱに おろされ ると、 正坊 

は、 クロの 頭 やせな か を やさしくな でまわして、 な だ 

めす かしました。 そして やっと、 舞台へ つれて かえる 

と、 まず 見物 席に むかって おわび をい い、 賊の すがた 

の 団長に あやまりました。 見物人 はかえ つて、 やん や 

と はしゃぎ さわいで よろこびました。 団長 は 舞台のう 

しろで、 にがわらい をして いました。 

四 



一 J うぎ よ う 

これで はいよ いよ、 興行す る ことができ なくなり ま 

した。 団長 もし かたなく、 わかれわかれになる ことに 

話 をき めました。 

クロ はおりに いれられた まま、 車に ゆられて、 町の 

動物園に 売られて いきました。 

正坊 とお 千代さん は、 のこった 一とう の 馬と、 テン 

トゃテ ー ブル やい す なぞ を 売り はらって、 できた お金 

を もらいました。 

「団長さん はなん にも なくなって、 どうす るの」 

と、 正坊 がたず ねます と、 団長 はさび しそうに わらつ 

て、 



うな あ、 もういち どあって、 あの I ゆうかんなる 水兵」 

の 曲がき きたいな あと、 そんな こと を 思い つづけて で 

もい るよう なか つ こうでした。 

おりの 前に は、 まい 曰、 いろんな きもの をきたい ろ 

んな 子どもたちが、 立ち ふさがりました。 クロ は、 正 

坊やお 千代さん が、 もし かきてい るか もしれ ない と 

思って 見 まわしました。 それ は正坊 だったら、 赤と 白 

の ダンダラ 服 をき ている から、 すぐ わかる と 思った か 

ら でした。 ゆめの ように、 ぼんやり そんな こと を 思い 

つづけて いると き、 すぐ 鼻の さきで 「クロ」 とよぶ、 

ききなれた 声が ひびきました。 クロ はものう い 目 を あ 



げて、 声の する ほう を のぞきました。 

ゥゥ ゥゥ、 ゥ クウ、 

ククク クウ、 

ゥゥ ゥゥ、 ゥ ゥゥ、 
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と、 正坊は 「ゆうかんなる 水兵」 の 曲 をうな り だし ま 

した。 クロ はきゅうに からだじゅうに、 血が めぐり だ 

してきた ように、 いさましく 立ち あがって、 サ ー カス 

でして いたと きのよう に、 歩調 をと つてお りの 中 を 歩 

きま わりました。 それから、 かなぼうの 間から 口を出 

して、 なつかし そうに、 正坊の ほう を あおぎ 見ました- 
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